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研究課題 外部評価 総括表 

 

評価期間：令和 4年 4月 12日～5月 11日  

 

 

 （１）令和３年度研究課題 事後評価 

番号 研究テーマ 概 要 総合評価 意 見 

R3-1 純マグネシウムの
レーザ溶接条件の
検討 

【新規】 

 YAG レーザによる純 

Mg 板同士の肉盛り溶接
を行った。接合後に引張
試験し、破断面を観察し
たところ、レーザ到達部
でピンホールが観測され
た。 

このピンホールは、純 

Mg がレーザにより蒸発
した影響により発生した
もので、内部にボイドを
生み出す原因となってい
ると推察されるため、純 

Mg の溶接にはピンホー
ルを失くす必要がある。 

B: 

目標どおりの 

成果が得られ
た。 

結果の蓄積はなされてい
る。Mg へのレーザ溶接技術
を確立し、インプラント剤と
して活用できるまでの取り
組みを期待している。溶接部
の材料形状等も検討してほ
しい。 

R3-2 CAE を用いた異方
性材料の強度解析
手法の検討 

【新規】 

本研究では、異方性材
料の CAE での強度解析
を目的として、異方性材
料の機械的性質の取得と
解析手法の検討を行っ
た。 

実験により取得したデ
ータを基に解析を行った
ところ、異方性を持つ材
料について、弾性域内で
一定の解析を行うことが
できた。 

B: 

目標どおりの 

成果が得られ
た。 

シミュレーション結果の
検証であったと思われる。積
層方向ではなく、組織と異方
性を対応させて評価する必
要がある。材料の弾性域で一
定の相関性が得られたこと
は評価できる。 

R3-3 球状粒子を含む構
造体のテラヘルツ
帯における透過特
性 

【新規】 

①透過経路に球状粒子を
配置することで界面散乱
に起因する損失ピークが
生じ、粒子径を制御する
ことで透過特性に波長選
択性を付与することがで
きる。 

②粒子の素材によって透
過特性の発現様態が異な
り、本構造体に特徴的な
波長選択性の発現には粒
子自体の透過特性も大き
な影響因子となる。 

③径の異なる複数の粒子
を組み合わせることでピ
ークが発現する波長及び
透過損失量をより細かく
設計し得ることが示唆さ
れた。 

B: 

目標どおりの 

成果が得られ
た。 

実験方法等については検
討を要するが、粒子径の違い
（複合化）による波長選択性
透過構造体が利用できるこ
とは評価ができ、一定の発展
性がある。粒子が一層に並ん
だ膜を試料としているが、そ
の粒子の二次元配置のバラ
ツキが気になったとともに、
多層となっても同様の結果
が得られたかどうか解明し
ていただきたい。 

 

 



番号 研究テーマ 概 要 総合評価 意 見 

R3-4 液中パルスプラズ
マを用いた難分解
性有機フッ素化合
物の分解における
操作因子の検討 

【新規】 

撥水剤や界面活性剤、
半導体製造用の表面処
理剤などに使用される
有機フッ素化合物は環
境中で分解されにくく、
高い蓄積性を有するた
め適切な処理が求めら
れている。本研究では液
中プラズマを用いた 

PFOS の分解における
操作因子の影響を評価
した。その結果、本処理
法においては、電極材
料、供給ガス、パルス幅、
初期 pH が分解速度を
高める上で重要である
ことが明らかとなった。 

B: 

目標どおりの 

成果が得られ
た。 

難分解性有機フッ素化合
物の分解における操作因子
に対して多くの知見が得ら
れたことは評価ができる。実
用化の可能性のある研究で
あり、共存物質がある中での
実際の実用化を目指してほ
しい。 

R3-6 顔認証システムに
おける多要素認証
の可能性の検討に
ついて 

【新規】 

本研究では近年様々
な場面で活用されてい
る「顔認証」を補完する
手法として、カメラ像か
らの意図（データ）入力
の可能性を、「目線」・
「手の形」に注目し、検
証した。検証の結果、依
然として改良・検討の余
地はあるものの、手法と
しては十分に可能性が
あることが確認できた。 

B: 

目標どおりの 

成果が得られ
た。 

顔以外の部位を顔認証と
併用するのはユーザーにと
って使い難く、目線は有効だ
が、深層学習を用いて顔全体
で判別する方が精度は高く
なると思われる。発展性のあ
るテーマと思われるので、顔
認証での意志の伝え方が必
要な利用シーンを明らかに
して、応用展開を目指してほ
しい。 

R3-7 フリースペース法
測定における VNA

の校正とタイムド
メインゲート処理
の検討 

【新規】 

ネットワークアナラ
イザーの校正について、
装置内のブラックボッ
クスで行っていた計算
を外部で行えるように
なり、一定の場合には校
正後のノイズが小さく
なることが確認できた。 

B: 

目標どおりの 

成果が得られ
た。 

当初計画から変更があっ
たものの、データ処理だけで
適切な校正を実現できた点
は評価ができ、実務上の価値
はある。ただし、新たな価値
を生み出しているとは言い
難い。更に実務上の価値を高
めるため、タイムドメインの
ゲート処理実装に期待して
いる。 

R3-8 IoT を活用した所
内装置監視システ
ムの構築 

【新規】 

IoT 活用事例の検討
として、Raspberry Pi と
カメラを利用して、信号
出力のない冷凍庫の温
度表示（7 セグメントデ
ィスプレイ）をデジタル
値として取得。実際に現
場にいなくても、出力の
モニタリングが可能と
なった。 

C: 

一定の成果が
得られた。 

 実用的な価値はあるが、新
たな発想等が含まれている
とは言い難い。温度センサで
直接計測した方が数値読み
取りの信頼性も高いと思わ
れ、既にある手法に取って代
わる優位性（仕様、経済性）
の確立、様々ある表示器への
対応等が課題と思われる。 

R3-9 応力発光塗料を用
いたラティス構造
物への適用につい
て 

【新規】 

 立体的なラティス（格
子）構造に応力発光塗料
を塗布し、種々の荷重に
対し、発光状況からラテ
ィス構造の複雑な応力
状態を可視化すること
が出来た。 

B: 

目標どおりの 

成果が得られ
た。 

 結果の蓄積が適切に進ん
でいる。発光塗料の塗布に苦
労があったようだが、試料内
部の発光の計測にも課題が
残っていると思われる。今
後、塗装技術の向上にも期待
するとともに、得られた情報
をもとに微細構造の改良に
繋げてほしい。 



番号 研究テーマ 概 要 総合評価 意 見 

R3-10 多孔質材料のにお
い等の揮発成分の
保持能力について 

【新規】 

 シリカゲル等の多孔
質材料ににおい成分を
付着させ、揮発成分の保
持能力と脱着について
調べた。 

C: 

一定の成果が
得られた。 

結果の蓄積が図られてい
るが、新たな知見を得られた
とは現段階では言えない。得
られたシリカゲルと活性炭
の揮発成分保持能力に関す
る知見が、においの保持や制
御という研究にどのように
活用されるのかを示してい
ただきたかった。また、実生
活で応用できるのかを検討
していただきたかった。 

R3-11 種々の高分子材料
の広域分光分析と
データベース化に
関する研究 

【新規】 

広く利用されている
樹脂  8 種類を劣化さ
せ、紫外・可視・赤外・
テラヘルツ領域の分光
分析を行い、時間経過毎
に整理した。その結果、
一部の樹脂については、
従来に知られていない
広波長域での樹脂への
劣化の影響が示された。 

B: 

目標どおりの 

成果が得られ
た。 

データベースの有用性で
あれば、点数が少ないと思わ
れる。単なる結果の集積では
なく、ユーザーにとって使い
易いデータベース構造とし
てホームページで公開する
など、普及・活用されること
を期待している。 

 

  



（２）令和４年度研究課題 事前評価 

番号 研究テーマ 概 要 総合評価 意 見 

R4-2 面粗さ測定時の測
定手法の検討② 

【新規】 

R2 年度研究「面粗さ
測定時の測定手法の検
討」により、測定間隔を
決定する際の目安となる
手法について検討を行
い、より広い面積を短時
間で測定可能であること
が判ったが、さらなる検
討のために、より広い面
積を評価するためには、
うねりの影響を無視でき
ない。しかしながら、う
ねりの影響を考慮した評
価を行うための領域及び
ネスティングインデック
スについては検討が不足
しているため、本研究で
は主に、面粗さ測定時の
評価領域及びネスティン
グインデックスを決定す
る際の目安となる手法に
ついて検討を行う。 

B: 

実施すること
が適当 

面粗さ測定の広範囲化・効
率化に寄与する技術として
期待ができる。また、データ
取得時の閾値の設定などに
ついて、担当者が一定の見識
（どの場合にどのような設
定が適切か）を取得する上で
重要な研究と思われる。実際
に製造された粗さ標準片と
の妥当性を十分検証してい
ただきたい。 

R4-3 種々のゴム材料劣
化状況における広
域分光分析とデー
タベース化に関す
る研究 

【新規】 

種々のゴム材料につい
て劣化促進試験（①熱②
温水③紫外線④薬品⑤
油）を実施する。その上
で、当センターが保有す
る各種分光分析機器を用
いてスペクトルを取得
し、従来よりも俯瞰的に
ゴム材料劣化とスペクト
ルの相関性を議論すると
ともに、整理したデータ
についてデータベース化
して一般に公開する。 

B: 

実施すること
が適当 

当センターの分光分析装
置にて広波長域で新たな知
見が得られることを期待し
ている。各波長域で調査可能
な劣化の種類をより明確に
するとともに、データベース
の規模が膨大とならないよ
う、何種類の劣化パターンで
測定するのか検討願いたい。 

R4-4 液中プラズマを用
いた有機フッ素化
合物の分解におけ
る共存物質の影響 

【継続】 

 有機フッ素化合物は撥
水剤や界面活性剤、半導
体製造用の表面処理剤な
どに使用されているが、
環境中で分解されにく
く、高い蓄積性を有する
ため適切な処理が求めら
れている。有機フッ素化
合物は廃水中で様々な物
質と共存し、分解効率は
共存物質との反応性やそ
の濃度に依存すると考え
られる。本研究では液中
プラズマを用いた有機フ
ッ素化合物の分解におけ
る共存物質の影響を評価
する。 

B: 

実施すること
が適当。 

 

研究の有用性を高めるた
め、共存物質の選定の基準を
明確にして取り組んで欲し
い。具体的な排水や業種を絞
っても良いと思われる。環境
の面から必要な研究である
と思われ、従来技術からの置
き換えのメリットやコスト
等も明確にしていただき、新
しい前処理技術として提案
にまで繋げていただきたい。 

 

  



番号 研究テーマ 概 要 総合評価 意 見 

R4-5 DFFC 法における電
磁波シールド性能
評価にかかる検討 

【新規】 

DFFC 法は 1GHz から 

15GHz までの電磁波シー
ルド性能を評価できる手
法であるが、比較的新し
い手法であり、試料の形
状・性状による影響につ
いての知見が少ない。本
研究では例えば試料の厚
さや伝導処理などの影響
について系統的な評価を
実施することで、手法の
適応範囲について明確化
する。 

B: 

実施すること
が適当。 

様々な評価方法、設備を所
有していることは、これから
の超高速通信環境で貴重な
存在感がある。DFFC 法に適
する実試料の標準形状を明
確に提案できるようにして
ほしい。ただ、試料の様々な
厚みに対する測定実験から、
どのように信頼性を評価す
るのか課題があると思われ
る。 

R4-6 音声を用いたレト
ロフィット IoT の
開発 

【新規】 

近年注目を集めている 

IoT 技術は、デジタル化
社会の要となる技術であ
り、製造業はもちろんの
こと、１次・３次産業な
ど様々分野での活躍が期
待されるところである。
しかしながら、既存の機
器やシステムの多くはデ
ジタル化に対応出来てい
るところでない。本研究
では、音声を用いた入出
力機構の可能性について
具体事例への適応から検
討する。 

B: 

実施すること
が適当 

 実際の現場での使用を通
じて様々な応用事例を蓄積
し、中小企業でも容易に使用
可能で、信頼性や精度の向上
の観点においても提案を願
いたい。ただ、音声認識のた
めのコンピュータも必要に
なるので、ハードウェアコス
トが節減できるかどうかは
課題である。音声認識には、
最近のスマートスピーカー
で使用の AI 技術が利用可能
ではないか。 

R4-7 HFSS によるマイ
クロ波・ミリ波測定
のシミュレーショ
ン 

【新規】 

電磁界シミュレータ
(HFSS)を使用して、当セ
ンターで電磁波の測定に
供している機器をコンピ
ュータ上に再現すること
で、測定結果をシミュレ
ータ上でも検証できるよ
うにする。 

B: 

実施すること
が適当 

様々な評価方法、設備を所
有していることは、これから
の超高速通信環境で貴重な
存在感がある。複雑な構造の
電波吸収体においても、シミ
ュレータでの再現により、的
確な性能測定が可能となる
ことを期待している。 

R4-8 ガラスモールドの
成形シミュレーシ
ョンについて 

【新規】 

レンズの製造過程であ
るガラスモールド成形
は、加熱温度やプレス時
間などの条件によって最
終の性能に大きな影響を
受ける。そのため現状で
は最適な試験条件を得る
ため、何度も試験を繰り
返し、成形条件を得てい
る。本研究では加熱工程
からガラスモールドの粘
弾性のシミュレーション
を行い、成型条件等によ
る影響を調査する。 

B: 

実施すること
が適当 

シミュレータの精度向上
は開発スピードに直結する
ため、事前に成型条件等が検
証できるようになると成果
は大きいと思われる。企業と
の連携では、情報開示の点で
事前の話し合いを十分にし
ていただきたい。ただ、シミ
ュレーションでどの程度の
影響因子を考慮できるかは
課題と思われる。 

R4-9 未反応モノマーの
分析の検討 

【新規】 

エポキシ樹脂やフェノ
ール樹脂など 2 液硬化
樹脂中の未反応モノマー
をガスクロマトグラフ質
量分析により評価する方
法について検討する。 

B: 

実施すること
が適当 

ガスクロマトグラフィー
質量分析が未反応モノマー
の新たな分析手法となり、樹
脂成型の改善につながる研
究成果となることを期待し
ている。 

 


